
神奈川県立保土ケ谷支援学校 学校運営協議会 開催結果 
 
本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 
会議名称 令和８年度保土ケ谷支援学校 第１回 学校運営協議会 
開催日時 令和８年５月 29 日（金） 
開催場所 保土ケ谷支援学校 保護者控室 
出席者 運営協議会委員８名（本校校長を含む） 
問合せ先 神奈川県立保土ケ谷支援学校 副校長 中葉 哲郎 

電話 045-714-0126 
下欄に掲載 
するもの 

議事録 議事概要とし
た理由 

 

会議経過 
１ 会長挨拶 
２ 学校長挨拶 
３ 資料確認、当日の流れ確認 
４ 議題 
① 令和７年度施設等整備実績報告 

令和８年度施設等整備計画 
  （質問）“プレハブ校舎”は長期利用を見据えたものか。 
  （回答）鉄筋コンクリートと遜色ない作りで長期利用を見込んでいる。 
  （質問）予定では令和７年度末に完成見込だったが、工期が伸びてどのように対応したか。 
  （回答）入札不調により着工が遅れた。完成までは特別教室等を教室に転用する等して対応。 
  （質問）スクールバス人件費及びマイクロバスにかかる費用の増額について、今後の見通し。 
  （回答）バス運転手業界全体で人件費及び管理費の高騰を受けた予算増額。入札で決定。 
  ⇒議題①について承認。 
 
② 令和８年度学校運営協議会運営計画 

・「学校評価部会」活動計画 
・「切れ目ない支援部会」活動計画 
・「農園活用部会」活動計画 

  （意見）以前は農園で採れた野菜の販売が地域に開放されていた。いつか再開してほしい。野
菜づくりについては地域の“お助けマン”を紹介できる。 

  ⇒議題②について承認。 
 
③ 学校教育計画等について 

・学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 
・グランドデザイン 
・学校評価（目標設定） 
・各学部、グループ目標 

  （意見）教員の働き方改革では、先生方は思いがあふれて仕事が増えている側面がある。「や
らねばならないこと」と「そうでないこと」に分け、「そうでないこと」を捨てる勇気を持て
るとよい。 

  （意見）教員の負担軽減は進めてほしい。そして、その行きつく先は最終的に子どもに還元して
ほしい。働き方改革の過程で「行事等がなくなった」という結果だけでなく、評価とフィー
ドバックを発信してほしい。 

  ⇒議題③について承認。 



５ 協議 「今年度のタウンフェスタの方向性について」 
    ・特別支援学校が地域で防災について果たす役割 
  （意見）地域には防災用の倉庫があり食糧や防災用品が備蓄されている。避難を想定した体

験をする機会もあるが、実際の動きが市と自治会の間で十分体系化されて役割を果
たせるかが課題。 

  （事務局）地域の資源が活かされていることが分かった。一方で、広い範囲から児童・生徒が
集まる本校が担える何かがあるか。 

  （意見）災害時、段階に分けて考える。まず「命を守る」、次に「学校で待機する」、そして「家に
帰す」段階がある。段階に分けて今回はどこにフォーカスして地域の方に協力を求める
か、を考えるとアイデアがわきやすい。 

  （意見）障害のある方が避難できる「福祉避難所」が意外と知られていない。 
 
６ 事務連絡 
７ 副会長挨拶 
閉会 

 


